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H21 H23 H25 H27 H29

生産量（ｔ） 1,056 990.1 845.6 846.8 796.1

栽培面積（㏊） 42.0 38.7 33.9 32.9 32.7
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長野県の水わさび生産量・栽培面積の推移

生産量（ｔ） 栽培面積（㏊）

信
頼
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
安
曇
野
の
水
道

清
ら
か
で
良
質
な
水
を
い
つ
ま
で
も

上
水
道
・
下
水
道
の
現
状
と
課
題
を
今
号
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

第
１
回
は
水
道
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。
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安
全
な
水
の
供
給

　

市
の
水
道
水
は
、
す
べ
て
清
浄
な

地
下
水
を
水
源
と
し
て
い
ま
す
。
地

下
水
は
河
川
水
に
比
べ
、
水
量
・
水

質
・
水
温
が
安
定
し
た
良
質
な
水
源

で
す
。

　

市
で
は
、
地
震
な
ど
の
影
響
で
地

下
水
の
濁
り
が
発
生
し
た
時
の
た
め

に
、
濁
度
計
の
設
置
を
進
め
、
適
切

な
水
質
管
理
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
経
年
に
よ
り
水
道
管
内
部

の
付
着
物
な
ど
が
剥
が
れ
、
水
が
濁

る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
管
内
カ
メ
ラ

に
よ
る
点
検
と
洗
浄
を
行
っ
て
い
ま

す
。

災
害
に
備
え
る

設
備
を
整
え
る

災
害
時
に
水
道
が
止
ま
ら
な
い
よ

う
、
拠
点
配
水
池
に
非
常
用
発
電
装

置
を
設
置
し
、
地
震
に
備
え
た
水
道

施
設
や
水
道
管
の
耐
震
化
を
進
め
て

い
ま
す
。

市
内
水
道
管
の
総
延
長
約
１
０
０

０
㎞
の
内
、
耐
震
性
の
低
い
硬
質
塩

化
ビ
ニ
ル
管
の
占
め
る
割
合
は
、
平

成
29
年
度
末
で
約
22
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
全
て
の
管
路
を
耐
震
化
す
る

に
は
膨
大
な
費
用
と
期
間
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

現
在
、
水
源
か
ら
拠
点
配
水
池
ま

で
の
管
や
、
避
難
所
・
病
院
な
ど
の

施
設
へ
の
管
を
優
先
し
、
計
画
的
に

耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

体
制
を
整
え
る

災
害
時
の
被
害
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
迅
速
な
対
応
を
行
う
た
め
の
体

制
づ
く
り
も
重
要
で
す
。

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
、
市
で
は
毎
回
テ
ー
マ
を
変

え
て
防
災
訓
練
を
行
っ
て
お
り
、
訓

練
の
経
験
を
基
に
、
具
体
的
な
行
動

を
示
し
た「
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

を
作
成
し
、
緊
急
時
の
対
応
の
強
化

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

地
域
に
あ
り
続
け
る
水
道

未
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
水
道

水
を
供
給
す
る
た
め
に
は
、
財
政
収

支
の
見
通
し
に
基
づ
く
計
画
的
な
資

金
確
保
が
必
要
で
す
。

市
で
は
、
耐
用
年
数
を
迎
え
る
水

源
施
設
の
健
全
度
を
診
断
・
評
価
し
、

優
先
順
位
を
設
定
の
上
、
整
備
を
検

討
す
る
こ
と
や
、
施
設
の
統
廃
合
な

ど
の
施
設
整
備
の
合
理
化
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
水
道
管
の

耐
震
管
へ
の
布
設
替
を
優
先
的
に
実

施
し
、
長
寿
命
化
を
図
り
更
新
時
期

の
延
長
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
費
用
を
確
保
す
る
に

は
、
給
水
原
価
と
水
道
料
金
の
バ
ラ

ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
定

期
的
に
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
直
し
、

水
道
料
金
の
適
正
化
に
努
め
ま
す
。

管内洗浄前（写真上）と洗浄後（写真下）

次
回
は「
水
道
事
業
の
経
営
状
況
」

に
つ
い
て
、
１
月
号
（
１
月
23
日

発
行
）
で
紹
介
し
ま
す
。

方策 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 現在値 最終目標値

指定避難所等重要給水施設への給
水ルート耐震化

主要管路
耐震化率
22.5％

主要管路
耐震化率
71.8％

非常用電源設備の整備 整備率
25％

整備率
100％

他水源からの配水が可能となる施設
整備 送水管整備率

 ①豊科・明科地域整備事業 － 100%
 ②穂高豊里整備事業 － 100%

防災訓練の実施 年１回 年 1 回
以上

震災等を想定した災害対策
マニュアルの作成 － 策定

●災害対策スケジュール

上下水道のあり方を考える

第 1 回

意
外
と
知
ら
な
い
わ
さ
び
栽
培

全
国
各
地
で
わ
さ
び
は
生
産
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
栽
培
方
法
は
地
域
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
。
安
曇
野
で
は
、

絶
え
ず
湧
き
出
る
清
冽
な
湧
水
を
利

用
す
る
「
平
地
式
」
と
い
う
栽
培
方

法
で
、
大
き
な
川
の
近
く
の
平
坦
地

を
掘
り
下
げ
て
畝う
ね

を
作
り
、
わ
さ
び

を
植
え
付
け
ま
す
。
わ
さ
び
は
水
に

含
ま
れ
る
養
分
で
生
長
し
、
収
穫
に

は
１
年
半
～
2
年
程
か
か
り
ま
す
。

生
産
量
と
栽
培
面
積
の
減
少

市
内
の
わ
さ
び
生
産
量
と
栽
培
面

積
は
地
下
水
で
あ
る
湧
水
の
湧
出
量

の
低
下
や
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。（
図
1
）

安
曇
野
ブ
ラ
ン
ド
の
維
持

再
興
へ
の
試
み

市
で
は
、
安
曇
野
の
わ
さ
び
生
産

量
を
維
持
し
、
地
域
の
雇
用
を
創
出

す
る
た
め
、
荒
廃
わ
さ
び
田
の
再
生

や
新
た
な
栽
培
方
法
の
検
証
、
海
外

輸
出
の
推
進
な
ど
の
取
り
組
み
を
平

成
29
年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

財
源
は
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付

金
を
活
用
し
、
平
成
32
年
度
ま
で
の

4
年
間
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
1

年
目
の
29
年
度
は
、
信
州
山
葵
農
業

協
同
組
合
青
年
部
が
中
心
と
な
り
、

穂
高
の
荒
廃
わ
さ
び
田
を
再
生
し
ま

し
た
。

再
生
後
、
わ
さ
び
の
苗
を
植
え

付
け
、
11
月
3
・
4
日
開
催
の
「
新

そ
ば
と
食
の
感
謝
祭 

農
林
業
ま
つ

り
」
に
合
わ
せ
、
早
生
品
種
で
あ
る

「
鬼お
に
み
ど
り緑」を
収
穫
し
、展
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
の
事
業
は
、
再
生

し
た
わ
さ
び
田
に
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
2

棟
（
通
常
ハ
ウ
ス
と
低
コ
ス
ト
ハ
ウ

ス
）
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
荒
廃
わ
さ
び
田
の
再
生
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
露
地
栽
培
と

ハ
ウ
ス
栽
培
の
違
い
に
つ
い
て
検
証

し
て
い
き
ま
す
。
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【図 1】長野県の水わさび生産量・栽培面積の推移

農林水産省　特用林産基礎資料より

わさび田再生の記録

海外輸出に向けた取り組み

生い茂ったヨシを根気よく伐採し、
元の美しい姿を取り戻した「わさび田」

昨年 10 月、ロンドン人気日本料理店の総料理
長を招き、安曇野産わさびの魅力を紹介

荒廃
わさび田
再生事業安

曇
野
産

わ
さ
び
を
守
る

北
ア
ル
プ
ス
の
清
ら
か
な
伏
流
水
で
育
ま
れ
る

市
の
特
産
品
「
わ
さ
び
」。

水
の
郷
で
あ
る
安
曇
野
は

豊
富
な
湧
水
と
広
大
な
わ
さ
び
田
に
よ
り

古
く
か
ら
わ
さ
び
栽
培
が
盛
ん
な
名
産
地
と
し
て

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
っ
て
き
ま
し
た
。

近
年
、
地
下
水
で
あ
る
湧
水
の
湧
出
量
の
低
下
や

後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、

わ
さ
び
の
生
産
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

荒
廃
し
て
し
ま
っ
た
わ
さ
び
田
を

復
活
さ
せ
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

シリーズ

作業前 作業後


